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一

は
じ
め
に

享
保
頃
を
境
と
し
て
近
世
文
化
の
諸
現
象
に
様
々
な
変
移
が
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
正
徳
元
年
の
韓
使
来
訪
は
、
ま
さ
に
文
学
史
の
様
相

も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
な
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
前
回
、
す
な
わ
ち
天
和
度
の
来
訪
時
よ
り
、
韓
使
と
の
筆
談
唱
和

が
盛
ん
に
行
わ
れ
始
め
た
こ
と
、『

通
航
一
覧』

巻
百
八
に
指
摘
す
る

通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
度
の
来
訪
で
そ
の
風
は
頂
点
に
達
し
た
。

韓
使
が
帰
朝
し
た
翌
二
年
五
月
に
は
、
瀬
尾
用
拙
斎
編

『

鶏
林
唱
和

集』
(

十
五
巻
八
冊)

が
、
十
二
月
に
は
、
そ
の
続
編
の

『

七
家
唱
和

集』
(

十
巻
十
冊)

と
い
う
大
部
の
筆
談
唱
和
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
前

者
が
対
馬
儒
員
と
し
て
韓
使
に
随
行
し
た
雨
森
芳
洲
、
松
浦
霞
沼
の
贈

答
詩
文
を
多
く
収
め
、
後
者
が
深
見
玄
岱
、
室
鳩
巣
、
祇
園
南
海
ら
木

下
順
庵
門
下
七
人
の
唱
和
集
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
本
書
は
こ
の
応
接
の

中
心
を
な
し
た
の
が
木
門
系
の
儒
者
た
ち
で
あ
っ
た
一
事
を
文
壇
に
印

象
づ
け
た
。
加
う
る
に
、
江
戸
で
俄
然
、
勢
い
を
得
て
い
た
荻
生
徂
徠

一
派
も
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
一
門
の
唱
和
集
を

『

問
槎
畸
賞』

(

同
年

冬
刊
三
巻
三
冊)

と
し
て
刊
行
し
た
こ
と
、
日
野
龍
夫

｢

入
江
若
水
伝

資
料｣

(
『

服
部
南
郭
伝
攷』

平
12

ぺ
り
か
ん
社)

に
論
じ
ら
れ

る
通
り
で
あ
り
、
か
く
天
和
度
を
凌
ぐ
分
量
の
筆
談
唱
和
集
が
生
み
出

さ
れ
た
の
は
、
天
和
文
壇
の
雰
囲
気
が
正
徳
と
い
う
時
代
に
そ
の
ま
ま

流
れ
込
ん
で
い
た
徴
証
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、『

問
槎
畸
賞』

に
お
い
て
、
韓
使
と
の
唱
和
に
腐
心
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
意
見

(

註
１)

が
出

さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
端
無
く
も
、
こ
の
度
の
韓
使
来
訪
を
通
し
て
、

来
る
べ
き
文
学
史
上
の
変
移
を
予
想
さ
せ
る
に
充
分
な
現
象
で
あ
っ
た
。

わ
が
福
岡
藩
は
、
韓
船
の
中
継
地
の
一
で
あ
る
藍
島

あ
い
の
し
ま(

現
福
岡
県
粕
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屋
郡
新
宮
町
相
島)

に
お
け
る
応
接
を
担
当
し
て
お
り
、
正
徳
度
の
筆

談
唱
和
は
、
貝
原
益
軒
門
の
竹
田
春
庵

(

寛
文
元
年
〜
延
享
二
年)

お

よ
び
神
屋
松
堂
が
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。
春
庵
ら
の
筆
談
唱
和
の

概
略
、
お
よ
び
そ
の
背
景
と
な
る
春
庵
周
辺
の
福
岡
詩
壇
の
状
況
に
関

し
て
は
、
福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
竹
田
文
庫
を
基
礎
資
料
と
し
て
執
筆

さ
れ
た
、『

福
岡
県
史

通
史
編

福
岡
藩

文
化

(

下)』
(

平
６

西
日
本
文
化
協
会)

第
五
章
、
宮
崎
修
多
・
高
橋
昌
彦

｢

漢
詩
文｣

に

詳
し
い
が

(

註
２)

、
近
年
、
同
文
庫
と
も
と
一
体
で
あ
っ
た
九
州
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
の
竹
田
家
旧
蔵
資
料
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど

(

註
３)

、
資

料
整
備
の
う
え
で
進
展
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
て
、
春
庵
の
韓
使
応
接
に
関
す
る
新
知
見
を
提
示
し
、
そ
れ

が
右
に
述
べ
た
よ
う
な
文
学
史
的
背
景
と
い
か
に
連
動
し
て
い
る
の
か

と
い
う
問
題
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る

(

註
４)
。

二

唱
和
詩
の
成
立

春
庵
の
正
徳
元
年
の
日
記

『

正
徳
元
年
藍
島
記』

(

以
下

『

日
記』

と
略
記

(

註
５))

に
よ
れ
ば
、
藍
島
入
り
を
し
た
の
は
七
月
二
十
四
日
、
悪
天

候
の
た
め
韓
船
が
島
に
到
着
し
た
の
は
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
た
八
月

十
九
日
、
韓
使
と
の
対
面
は
、
そ
の
日
の
晩
、
二
十
一
日
、
二
十
四
日

の
三
回
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
の
筆
談
唱
和
は
、
の
ち
に
春
庵

の
手
に
よ
っ
て

『

藍
島
倭
韓
筆
語
唱
和』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
私
に

数
え
れ
ば
六
回
の
筆
談
、
十
三
回
の
唱
和
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
相
手

と
な
っ
た
韓
使
は
、
一
行
中
、
最
も
文
名
が
高
か
っ
た
製
述
官
の
李�

(

号
東
郭)

を
は
じ
め
、
書
記
の
厳
漢
重

(

号
龍
湖)

・
南
聖
重

(

号

泛
叟)

・
洪
舜
衍

(

号
鏡
湖)

が
主
で
、
そ
の
ほ
か
医
員
の
奇
斗
文

(

号
嘗
百
軒)

、
写
字
官
の
李
貞
谷
・
李
花
庵
な
る
人
物
と
も
筆
談
を
交

わ
し
て
い
る
。

刊
本
に
せ
よ
写
本
に
せ
よ
、
筆
談
唱
和
集
に
は
、
両
国
の
修
好
を
互

い
に
祝
す
る
唱
和
詩
が
整
然
と
列
挙
さ
れ
、
そ
の
連
続
は
、
す
べ
て
が

淀
み
な
く
順
調
に
行
わ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
そ
し
て
唱
和
詩

を
文
学
資
料
と
し
て
扱
う
と
き
、
そ
の
淀
み
な
い
連
続
を
一
種
の
安
堵

感
の
う
ち
に
読
み
進
め
て
ゆ
く
の
を
常
と
す
る
。
し
か
し
韓
使
と
の
唱

和
が
、
学
者
あ
る
い
は
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
得
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
そ
の
連
続
は
、
ま
さ
に
緊
張
の
連
続
で
も
あ
っ
た
に
相
違

な
く
、
そ
の
中
で
も
、
最
も
緊
張
す
る
瞬
間
は
、
最
初
に
韓
使
と
唱
和

を
行
う
と
き
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
相
違
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、

そ
の
場
に
臨
む
ま
で
の
過
程
に
は
、
真
摯
な
準
備
段
階
が
存
在
す
る
筈

で
あ
り
、
唱
和
詩
を
文
学
現
象
と
し
て
見
な
す
場
合
、
こ
う
し
た
試
行

錯
誤
の
痕
は
当
然
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
春
庵
が
藍
島
へ
渡
る
二
日
前
、
春
庵
の
韓
使
に
呈
す
る
詩

お
よ
び
筆
語
に
添
削
を
加
え
終
え
た
こ
と
を
報
じ
る
七
月
二
十
二
日
付
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け
益
軒
の
書
簡

(

九
九
三‒

四
四
四)

、
お
よ
び
益
軒
が
こ
の
と
き
批

語
を
書
き
入
れ
た
春
庵
自
筆
の
草
稿

(

九
一
五
七)

が
残
る
。
書
簡

の
一
節
で
は
、
天
和
度
の
応
接
を
勤
め
た
経
験
を
踏
ま
え
、
添
削
を
加

え
た
理
由
を
箇
条
書
き
に
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

昨
日
、
□
□
□

(

ヤ
ブ
レ)

後
日
、
藍
嶋
御
渡
被
成
□
□
□

(

ヤ
ブ
レ)

節
、
風
穏

か
ぜ
お
だ
や
か候

へ
か

し
と
□
□

(

ヤ
ブ
レ)

韓
客
へ
御
示
訓
被
成
候
芳
唱
等
、
昨
今
致
緩
覧
候
。
御

佳
作
、
殊
宜

こ
と
に
よ
ろ
し
く相
見
へ
申
候
。
非
諛
言
候
。
任
御
望
、
少�
加
点
竄

候
。
然
共
、
自
前
年
数�
盛
作
御
示
之
時
、
申
候
様
、
御
見
合
被

成
奉
存
候
而
も
、
宜
方
ニ
可
被
成
候
。

一
、
日
本
ノ
事
、｢

弊
邦｣

と
ハ
如
何

い
か
ゞ
か
と

存
候
。
筑
州
之
事
ハ
弊
邦
、

可
然
候
。

一
、｢

一
貼｣

之
事
、
中
夏
之
書
ニ
而

｢

一
服｣
を
称

｢

一
貼｣

候
事
、
有
之
候
や
、
覚
へ
不
申
候
。
御
考
可
被
成
候
。｢

一
貼｣

と
ハ
、
本
邦
之
俗
称
ニ
而
ハ
無
御
座
候
や
。
膏
薬
な
ど
ハ｢
一
貼｣

と
可
申
候
。
そ
れ
ハ｢

一
つ
け｣

と
申

ま
う
す
意
か
。…

益
軒
は
主
に
、
春
庵
が
朝
鮮
に
お
け
る
薬
剤
分
量
を
問
う
た
筆
語
の
方

に
添
削
を
加
え
て
お
り
、
箇
条
書
き
で
質
す
の
は
そ
の
表
現
に
関
し
て

で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
益
軒
が｢

殊
宜
相
見
へ
申
候｣

と
あ
っ

さ
り
と
受
け
流
し
た
詩
の
方
で
、
草
稿
を
見
る
と
、
益
軒
に
提
出
し
た

の
は
、
次
の
四
首
の
七
言
絶
句
で
あ
っ
た
。
傍
記
小
字
は
益
軒
の
添
削

で
あ
る
。

仙
槎
再
見
旧
時
賓

青
眼
依
然
情
益
親

為
喜
楓
階
攀
月
桂

文

星
揚
耀
照
殊
隣

呈
某
公

恭
陪
館
下
。
辱
蒙
青
眼
。
豈
堪�
抃
。
謾
呈
一
絶
。
以
代

訳
舌
。

曾
慕
殊
方
文
物
昌

幸
逢
龍
節
入
扶
桑

交
隣
修
好
太
平
日

勿

厭
梯
航
道
路
長

又

万
里
乗
槎
志
気
雄

壮
遊
将
效
博
望
功

海
涵
旌
旗
瑞
影

霞
湧

鳳

覩
争
先
仰
徳
風

又

長
風
八
月
送
星
槎
。
彩
纜
暫
懸
藍
嶼
涯

旆

留

嶋

幸
望
裳
衣
陪
館
下

照

人�
采
浄
無
瑕

右
に
は
省
い
た
が
、
第
一
首
目
に
は

｢

洪
公
閣
下｣

な
る
人
物
に
呈

す
る
旨
を
述
べ
た
長
文
の
序
が
あ
る
。
う
ち

｢

…
頃

こ
の
ご
ろ、
閣
下
、
曾
テ
文

衡
ノ
選
ニ
中あ

た

リ
、
再
ビ
通
信
ノ
聘
ニ
随
フ
ヲ
聞
ク
。
…
閣
下
、
昔
年
、

南
遊
シ
テ
、
文

扶
桑
ニ
鳴
リ
、
児
童
モ
風
ヲ
慕
ヒ
、
草
木
モ
名
ヲ
知

ル
。
僕
、
当
時
、
辱

か
た
じ
け
なク
モ
識
荊
ヲ
蒙
ル
。
…
幸
ヒ
今
、
未
了
ノ
縁
ヲ

頼
ミ
、
復
タ
鳳
覩
ニ
諧あ

フ
ヲ
獲う

。
真
ニ
奇
遇
ナ
リ
ト
謂
フ
ベ
キ
ナ
リ
。
…｣

(

原
漢
文)
と
、
再
会
を
喜
ぶ
記
述
が
あ
る
の
を
見
る
と
、｢

洪
公
閣
下｣

は
、
天
和
度
の
韓
使
一
行
中
、
益
軒
の
唱
酬
相
手
と
し
て『

損
軒
詩
稿』
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(
福
三
八
二
五
、
写
本
一
冊)

に
見
え
る
裨
将
・
洪
滄
浪
で
あ
ろ
う
。

滄
浪
も
東
郭
と
同
様
に
文
名
が
高
く
、
筆
談
唱
和
を
通
じ
て
わ
が
国
の

学
者
文
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。
林
門
の
幕
儒
・

人
見
竹
洞
と
の
親
密
な
交
誼
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う

(

註
６)

。
こ
の
度
、
滄
浪
は
来
訪
し
て
お
ら
ず
、
結
局
渡
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
不
明
な
点
が
多
い
春
庵
の
伝
記
に
、
天
和
度

の
韓
使
と
唱
和
を
行
っ
て
い
た
事
実
を
付
加
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の

草
稿
段
階
の
詩
を
注
意
し
て
お
き
た
い

(

註
７)

。
さ
て
、
そ
の
他
の
三
首
は
、

い
ず
れ
も
序
の

｢

某
公｣

が
示
す
と
お
り
、
不
特
定
の
人
物
を
想
定
し

て
の
詠
で
あ
る
。｢

交
隣｣

｢

乗
槎｣

｢

星
槎｣

｢

彩
纜｣

な
ど
、
唱
和
詩

特
有
の
類
型
的
な
表
現
に
著
し
く
陥
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ

う
。
実
際
、
春
庵
は
藍
嶋
入
り
か
ら
約
一
週
間
を
経
た
七
月
晦
日
に
い

た
っ
て
、
趙
泰
億
・
任
守
幹
・
李
邦
彦
な
ど
正
使
・
副
使
・
従
事
、
即

ち
三
使
の
名
前
を
よ
う
や
く
知
り
得
て
い
た
ほ
ど
で

(『
日
記』)

、
ま

し
て
や
唱
和
の
相
手
と
な
る
製
述
官
や
書
記
の
名
前
は
、
対
面
す
る
直

前
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
と
思
し
い
。

韓
船
到
着
の
遅
れ
は
、
好
都
合
に
も
、
春
庵
に
筆
談
唱
和
の
準
備
を

す
る
充
分
な
時
間
的
余
裕
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
予
行
練

習
と
し
て
の
詩
と
筆
語
は
、
益
軒
の
添
削
に
従
っ
て
改
稿
さ
れ
、『

日

記』

二
十
八
日
の
条
に
写
し
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
翌
八
月
六
日
の
条

に
は
、
李
退
渓
以
後
の
朝
鮮
に
お
け
る
学
者
や
、
朝
鮮
の
算
学
書
に
関

す
る
質
問
条
々
の
文
案
が
書
き
留
め
ら
れ
、
更
に
そ
れ
を
写
し
直
し
た

草
稿

(

九
一
七
六)

も
残
る
。

こ
れ
ら
草
稿
類
や
文
案
を
手
に
し
て
、
十
九
日
の
晩
、
韓
使
と
の
対

面
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
は
、
当
日
の

『

日
記』

に
記
さ
れ
る

｢

唱
和
控

記｣

と
い
う
語
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
よ
う
。

…

(

対
馬
藩
儒
・
雨
森
芳
洲
を)

先
容
に
て
学
士
舎
ニ
入
。
其
前

揖
礼
習
再
揖
也
。
唱
和
控
記

、
、
、
、、
酒
□

(

呑)

童
子
大
□

(

江)

へ
酒
入
合
手
来
。

茶
碗
に
て
臺
ニ
す
へ
李
学
ニ
遣
。
又
其
茶
碗
に
て
酌
、
芳
洲
ニ
進
、

又
拙
者
ニ
進
。
其
後
、
洪
鏡
湖
、
厳
龍
湖
、
南
泛
叟
へ
進
。
…

『

藍
嶋
倭
韓
筆
語
唱
和』

の
方
に
就
け
ば
、
雨
森
芳
洲
、
そ
の
門
人
の

桂
洲
道
倫
、
塩
川
春
洲
ら
を
介
添
え
と
し
て
各
々
名
乗
り
を
交
わ
し
た

後
、
第
一
唱
の
詩
を
詠
ん
だ
の
は
春
庵
で
あ
っ
た
。
そ
の
詩
は

｢

唱
和

控
記｣

、
す
な
わ
ち
先
の
草
稿
中
、
益
軒
が
一
字
も
訂
正
を
施
さ
な
か
っ

た
二
首
目
の
七
言
絶
句
で
あ
る
。
但
し
、
草
稿
で
の
承
句
の

｢

龍
節｣

が

｢

玉
節｣

に
改
め
ら
れ
る
な
ど
、
更
な
る
推
敲
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
今
、『

筆
語
唱
和』

の
本
文
に
よ
っ
て
改
め
て
掲
出
し
て

み
る

(

註
８)

。
奉
呈
学
士
李
公
、
洪
鏡
湖
、

学
士
李
公
、
洪
鏡
湖
、
厳
龍
湖
、

厳
龍
湖
、
南
泛
叟
諸
公
。

南
泛
叟
ノ
諸
公
ニ
呈
シ
奉
ル
。

春
庵

曾
慕
殊
方
文
物
昌

曾
テ
慕
フ
殊
方

文
物
ノ
昌さ

か

ン
ナ
ル
コ
ト
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ヲ

幸
逢
玉
節
入
扶
桑

幸
ヒ
ニ
玉
節
ノ
扶
桑
ニ
入
ル
ニ
逢
フ

交
隣
修
好
太
平
日

交
隣

好
ヲ
修
ム

太
平
ノ
日

勿
厭
梯
航
道
路
長

厭
フ
コ
ト
勿
レ

梯
航
道
路
ノ
長
キ
コ
ト

ヲ

こ
れ
を
受
け
た
韓
使
四
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
韻
し
た
が
、
今
、
東
郭
の

詩
の
み
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

即
席
、
奉
次
春
庵
詞
伯
恵�
即
席
、
春
庵
詞
伯
ノ
恵�
ス
ル

瓊
韻

瓊
韻
ヲ
次
ギ
奉
ル
。

東
郭

両
邦
熙
運
属
休
昌

両
邦
ノ
熙
運

休
昌
ニ
属
ス

玉
節
来
臨
海
上
桑

玉
節

来
リ
臨
ム

海
上
ノ
桑

孤
棹
淹
留
何
足
慰

孤
棹

淹
留

何
ゾ
慰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン

一
床
杯
酒
夜
方
長

一
床
ノ
杯
酒

夜
方
ニ
長
シ

春
庵
が
贈
詩
に
お
い
て
、
長
い
海
路
の
道
中
に
配
慮
を
示
し
て
い
た

の
に
対
し
、
東
郭
は
、
今
晩
の
交
歓
は
道
中
の
辛
苦
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ

ど
で
す
、
と
喜
ん
で
見
せ
る
。
相
手
を
知
ら
ぬ
ま
ま
に
詠
じ
ら
れ
た
贈

詩
が
、
東
郭
の
呼
応
を
待
ち
、
唱
和
詩
と
し
て
生
気
を
得
た
瞬
間
で
あ

る
。
か
く
て

『

筆
語
唱
和』

の
冒
頭
を
飾
る
唱
和
は
生
み
出
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
春
庵
と
松
堂
は
、
四
人
か
ら
順
に
贈
詩
を
受
け
て
、
そ
れ
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李
東
郭
贈
詩
詩
箋

(

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵〈

一
一
二〉

、縦
三
一
・
三
糎
、横
四
四
・
五
糎)



ぞ
れ
に
和
詩
を
即
詠
す
る
番
と
な
り
、
真
に
詩
才
を
試
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
が
、
例
え
ば
、
春
庵
が
東
郭
の
贈
詩
に
次
韻
し
た
詩
、

奉
和
東
郭
公
辱
示
韻

東
郭
公
ノ
辱
示
ノ
韻
ヲ
和
シ
奉
ル
。

春
庵

新
詩
瓊
玖
賜

新
詩

瓊
玖
ノ
賜

吟
誦
覚
情
親

吟
誦
シ
テ
情
ノ
親
キ
ヲ
覚
ユ

曳
白
偏
慚
拙

曳
白

偏ひ
と

ヘ
ニ
拙
キ
ヲ
慚
ジ

垂
青
深
沐
仁

垂
青

深
ク
仁
ニ
沐
ス

只
歓
同
席
楽

只
ダ
歓
ブ

同
席
ノ
楽

共
忘
両
邦
人

共
ニ
忘
ル
両
邦
ノ
人

跋
燭
好
遮
莫

跋
燭

好
シ
遮

莫

さ
も
あ
ら
ば
あ

レ

清
談
欲
到
晨

清
談

晨
ニ
到
ラ
ン
ト
欲
ス

な
ど
、
状
況
を
一
句
ご
と
に
き
わ
め
て
直
截
に
説
明
的
に
重
ね
て
ゆ
く

と
い
う
詠
法
は
、
近
世
前
期
の
詩
の
特
色
で
も
あ
り
、
決
し
て
こ
れ
を

低
調
と
し
斥
け
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
翌
日
の
二
十
日
付
け
芳
洲
書

簡

(

福
五
一)

に

｢

…
韓
客
之
御
勝
会
、
今
日
ニ
至
候
而
も
、
盛
作

佳
妙
之
段
、
為
申
聞
、
私
ニ
至
候
而
も
大
慶
之
義
奉
存
候
。
…｣

と
、

春
庵
の
唱
和
に
佳
作
が
多
い
こ
と
を
褒
め
る
よ
う
に
、
よ
く
勤
め
得
た

と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

猶
、
草
稿

(

九
一
七
六)

の
朝
鮮
に
お
け
る
儒
学
や
算
学
書
を
問

う
筆
語
は
二
十
一
日
に
、
草
稿

(

九
一
五
七)

の
薬
剤
分
量
を
問
う

筆
語
は
二
十
四
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
東
郭
、
医
員
李
斗
文
に
呈
し
て
回
答

を
得
て
い
る
。
こ
の
間
、
松
堂
も
自
詠
の

｢

藍
嶋
八
景
詩｣

を
東
郭
ら

に
披
露
し
、『

扶
桑
名
勝
詩
集』

(

延
宝
八
年
刊
三
巻
三
冊)

、『

彦
山
勝

景
詩
集』

(

正
徳
四
年
刊
七
巻
七
冊)

な
ど
の
刊
行
に
知
ら
れ
る
よ
う

な
、
当
時
、
わ
が
国
の
詩
壇
で
盛
行
を
見
て
い
た
十
景
詩
八
景
詩
の
手

際
を
見
せ
る
な
ど
の
活
躍
も
あ
り
、
二
十
六
日
、
盛
会
の
う
ち
に
韓
船

は
江
戸
へ
向
け
て
藍
島
を
後
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
県
立
図
書
館
、
九
州
大
学
に
は
、
こ
の
際
、
贈
ら
れ
た
韓
使

自
筆
の
詩
と
筆
語
が
二
十
五
点
認
め
ら
れ
、
そ
の
大
振
り
の
奉
書
紙
に

残
さ
れ
た
墨
痕
は
、
筆
談
唱
和
の
座
の
臨
場
感
を
鮮
や
か
に
伝
え
る
。

自
身
の
贈
詩
と
と
も
に
こ
れ
ら
に
施
訓
を
行
い
、『

藍
嶋
倭
韓
筆
語
唱

和』

が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
春
庵
の
識
語
よ
り
し
て
、
九
月
末
の
こ

と
、
早
速
、
本
書
は
十
月
六
日
に
益
軒
に
呈
さ
れ
て
い
る

(『

日
記』)

。

十
一
月
六
日
付
け
櫛
田
平
次
書
簡

(

福
八
六)

、
翌
正
徳
二
年
五
月
十

七
日
付
け
小
倉
定
季
書
簡

(

福
十)

な
ど
、
本
書
の
借
覧
・
筆
写
を

願
う
旨
を
記
す
書
簡
も
散
見
さ
れ
、
ま
た
本
書
の
写
本
が
、
福
岡
近
郊

だ
け
で
も
県
立
図
書
館
に
二
冊

(

三
七
七
二
・
三
七
七
三)

、
九
州
大

学
檜
垣
文
庫
に
一
冊

(

ラ‒

４)

と
、
比
較
的
多
く
残
る
こ
と
は
、
韓

使
応
接
へ
の
関
心
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
う

し
た
需
要
が

『

鶏
林
唱
和
集』

の
よ
う
な
大
部
の
唱
和
集
を
刊
行
す
る

背
景
を
準
備
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
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三

交
わ
さ
れ
な
か
っ
た
筆
語
唱
和

『

藍
嶋
倭
韓
筆
語
唱
和』

は
、
韓
船
が
藍
島
を
発
っ
た
翌
日
、
八
月

二
十
七
日
の
詠
と
し
て
春
庵
の

｢

和
呈
芳
洲
清
韻｣

、
松
堂
の

｢

奉
次

芳
洲
韻｣

、
同

｢

次
東
郭
韻
呈
泛
叟
案
下｣

な
ど
三
首
の
七
言
律
詩
を

掲
げ
て
終
わ
っ
て
い
る
が
、
続
け
て
末
尾
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
記
さ

れ
て
あ
る
。

右
三
律
、
慈
島

じ
の
し
ま

ニ
寄
セ
贈
ラ
ン
ト
欲
シ
テ
果
タ
サ
ズ
。
外
ニ
春
庵

ノ

｢

再
ビ
李
東
郭
ニ
問
フ
書｣

｢
南
泛
叟
ニ
贈
ル
書｣

有
リ
。
未

ダ
寄
セ
致
ス
ニ
及
バ
ズ
シ
テ
韓
船
已
ニ
慈
島
ヲ
発
ツ
。
姑

し
ば
ら
ク
北
帰

ヲ
竢
ツ
ノ
ミ
。(

原
漢
文)

即
ち
、
こ
れ
ら
は
次
の
韓
船
の
中
継
地
で
あ
る
慈
島

(
現
福
岡
県
宗
像

郡
玄
海
町
地
島)

に
送
致
し
よ
う
と
し
て
果
た
さ
な
か
っ
た
も
の
で
あ

り
、
復
路
を
待
っ
て
呈
し
よ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。『

黒
田
新
続
家
譜』

巻
十
六

｢

宣
政
記｣

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
韓
船
は
二
十
九
日
に
地
島
を

発
ち
、
十
一
月
朔
日
、
江
戸
に
入
り
将
軍
に
謁
見
、
同
十
九
日
に
江
戸

を
発
ち
、
再
び
藍
島
に
着
い
た
の
は
年
が
明
け
た
正
徳
二
年
二
月
朔
日

の
こ
と
で
あ
る
。
同
書
に
は
、

…
二
月
朔
日
、
重
て
藍
嶋
に
着
船
し
、
翌
二
日
藍
嶋
を
出
帆
す
。

其
後
五
月
廿
三
日
対
馬
守
よ
り
使
を
以
て
、
今
度
韓
客
往
返
滞
な

く
済
た
る
悦
と
し
て
、
太
刀
馬
代
・
虎
皮
・
豹
皮
二
種
一
荷
贈
物

あ
り
。
宣
政
よ
り
も
応
し
て
贈
物
せ
ら
る
。
…

と

(

註
９)

、
韓
船
は
翌
二
日
に
は
早
々
釜
山
へ
向
け
て
出
帆
し
、
す
べ
て
の
応

接
が
め
で
た
く
終
了
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
結
局
、
こ
の
と
き
先

の
律
詩
三
首
と
東
郭
・
泛
叟
へ
の
筆
語
は
贈
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

正
徳
元
年
末
〜
二
年
に
お
け
る
春
庵
の
動
向
は
、
そ
の
間
の
日
記
が

欠
落
す
る
た
め
に
不
明
な
点
が
多
い
が
、
正
徳
元
年
十
二
月
二
十
四
日

付
け
益
軒
の
書
簡

(

福
八‒

五
〇
一)

、
翌
二
年
一
月
六
日
付
け
益
軒

の
書
簡

(

九
八
七‒

四
〇
五)

に
藍
島
滞
在
を
気
遣
う
言
辞
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
春
庵
は
少
な
く
と
も
こ
の
頃
に
は
藍
島
に
渡
り
、
応
接

の
準
備
に
当
た
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
天
和
度
の
韓
使
来
訪
の
際
に

は
、
復
路
で
も
藍
島
に
お
い
て
筆
談
唱
和
の
機
会
が
持
た
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て

(

註�)
、
春
庵
の
も
と
に
は
韓
使
と
の
取
り
次
ぎ
を
願
う
依
頼
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

の
ち
の
十
月
、
春
庵
が
芳
洲
に
宛
て
た
書
牘

｢

贈
雨
森
芳
洲
書｣

(『

春
庵
文
稿』

第
六
冊
所
収
、
福
三
三
六
五
、
写
本
十
六
冊)

に
は
、

東
郭
の
学
識
に
敬
服
す
る
意
を
述
べ
、
続
け
て
、

…
別
ニ
鄙
問
数
條
、
并な

ら

ビ
ニ
三
書
記
曁お

よ

ビ
良
医
ニ
寄
セ
ン
ト
欲
ス

ル
鄙
書
、
各
ヲ
ノ
一
通
有
リ
。
益
軒
モ
亦
タ
疑
目
十
数
ヲ
書
ス
レ

バ
、
則
チ
東
郭
ニ
寄
ン
ト
欲
ス
。
且
ツ
、
益
軒
ノ
著
ハ
ス
所
ノ

『

慎
思
録』
十
餘
巻
有
リ
。
製
述
官
ノ
一
語
ヲ
請
ヒ
、
以
テ
之
ガ
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序
ト
為
サ
ン
ト
欲
ス
。
並
ビ
ニ
携
ヘ
テ
藍
島
ニ
到
リ
、
足
下
ヲ
煩

シ
奉
ラ
ン
ト
欲
ス
。
又
、
松
堂
、
縁
適
、
恙
有
リ
テ
再
ビ
往
ク
コ

ト
ヲ
得
ズ
。
以
テ
足
下
ニ
奉
ル
啓
一
通
、
及
ビ
李
学
士
ニ
寄
セ
ル

排
律
百
五
十
韻
、
之
ヲ
附
托
ス
。
且
ツ
同
邑
ノ
韻
士
十
餘
輩
、
各

ヲ
ノ
僕
ニ
附
ス
ル
ニ
文
辞
ヲ
以
テ
ス
。
之
ヲ
韓
客
ニ
具そ

な

ヘ
ン
ト
欲

ス
レ
バ
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
皆
、
宿
志
ヲ
遂
グ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

恨
ミ
ト
為
ス
コ
ト
尤
モ
深
シ
。
…

(

原
漢
文)

と
見
え
る
。
冒
頭
に
言
う

｢

鄙
問
数
條｣

は
、
当
代
朝
鮮
に
お
け
る
朱

子
学
者
の
姓
名
や

｢

乃
呂｣

な
る
獣
を
問
う
筆
語
文
案

(

九
一
七
九)

に
、｢

三
書
記
曁
ビ
良
医
ニ
寄
セ
ン
ト
欲
ス
ル
鄙
書｣

は
、
前
者
が
再

会
を
悦
ぶ
意
を
述
べ
る
浄
書
さ
れ
た
鏡
湖
・
龍
湖
宛
書
牘

(

福
二
七

八
、
正
徳
二
年
一
月
撰
。
猶
、
九
一
七
八
も
浄
書
さ
れ
た
同
一
書
牘)

あ
た
り
に
、
後
者
が
朝
鮮
に
お
け
る
医
学
書
や
名
医
の
姓
名
を
問
う
浄

書
さ
れ
た
筆
語
文
箋

(

九
一
七
七
、
正
徳
二
年
二
月
撰)
に
そ
れ
ぞ

れ
相
当
し
よ
う
。
そ
の
ほ
か
、
松
堂
の
芳
洲
宛
書
簡
や
東
郭
宛
の
排
律
、

更
に

｢

同
邑
ノ
韻
士
十
餘
輩｣

の
文
章
を
預
か
る
な
ど
、
韓
使
と
の
交

誼
を
求
め
る
声
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

ま
た
、
益
軒
が
託
し
た
と
言
う
東
郭
に
対
す
る

｢

疑
目
十
数｣

は
、

正
徳
二
年
一
月
五
日
付
け
益
軒
の
書
簡

(

九
九
六‒

四
六
四)

に
そ
の

条
目
が
見
え
、『

大
和
本
草』

の
著
者
ら
し
く

｢

う
ぐ
ひ
す｣

｢

桜｣

｢

人
参｣

｢

き
す
ご｣

｢

鯛｣
｢

酒
味｣

な
ど
諸
品
の
こ
と
を
尋
ね
る
よ
う

頼
ん
で
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
自
著

『

慎
思
録』

の
序
文
撰

述
を
同
じ
く
東
郭
に
願
い
出
て
い
る
こ
と
で
、
先
の
正
徳
元
年
十
二
月

二
十
四
日
付
け
書
簡

(

福
八‒

五
〇
一)

で
は
、
韓
使
に
呈
す
る

『

慎

思
録』

清
書
本
を
藍
島
に
お
い
て
作
成
す
る
よ
う
指
示
し
、
翌
二
年
一

月
十
三
日
付
け
益
軒
の
書
簡

(

福
四
七‒

三
七
〇)

で
は
、
五
日
付
け

書
簡
で
依
頼
し
て
い
た｢

疑
目
十
数｣

の
草
稿
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、

一
、『

慎
思
録
、
、
、』

調
と
ゝ
の
へ申
候
由
、
御
煩
労
察
申
候
。
序
文
之
事

、
、
、
、
、
宜

よ
ろ
し
き

様よ
う

御
才
覚
被
成
可
被
下
候
。

一
、
韓
客
ニ
御
尋
被
成
可
被
下
候
事
、
別
紙
ニ
草
稿
ヲ
遣

つ
か
は
し申
候
。

其
地
ニ
而
御
浄
写
成
可
申
候
者

さ
ふ
ら
は
ゞ

、
御
書
改
被
成
候
而
可
被
下
候
か
。

就
長
き
事
ニ
而
難
成
事
も
御
座
候
者
、
御
無
用
ニ
可
被
成
候
。
御

覧
被
成
、
不
可
然
事
ハ
御
除
可
被
成
候
。
…

と
、
序
文
依
頼
の
件
に
念
を
押
し
て
い
る
。
天
和
度
の
韓
使
来
訪
時
以

来
、
文
壇
に
は
韓
客
の
唱
和
詩
や
文
章
を
手
放
し
に
喜
ぶ
風
が
目
立
っ

て
見
ら
れ
た
。
加
藤
正
利

『

富
士
百
詠
前
編』

(

天
和
二
年
序
刊
一
冊)

が
韓
使
の
題
詞
を
掲
げ
、
大
高
坂
芝
山

『

芝
山
会
稿』

(

元
禄
十
年
刊

十
巻
首
一
巻
十
一
冊)

が
韓
使
の
贈
詩
を
諸
家
評
の
ひ
と
つ
と
し
て
標

榜
す
る
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
正
徳
度
、
江
戸
で
の
韓
使

応
接
を
務
め
た
新
井
白
石
の
詩
集
が
、
正
使
趙
泰
憶
・
副
使
任
守
幹
・

従
事
官
李
邦
彦
、
お
よ
び
李
東
郭
ら
錚
々
た
る
顔
触
れ
の
序
跋
を
得
て

『

白
石
詩
草』

(
正
徳
二
年
刊
一
巻
一
冊)

と
し
て
刊
行
を
み
た
こ
と
は
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よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。『

慎
思
録』

は

『

自
娯
集』

(

正
徳

四
年
刊
七
巻
七
冊)

と
並
ん
で
益
軒
最
晩
年
の
執
筆
に
か
か
る
、
い
わ

ば
自
ら
の
学
問
の
集
成
を
は
か
ろ
う
と
し
た
著
述
、
な
れ
ば
こ
そ
、
そ

の
巻
頭
を
韓
使
の
序
文
で
飾
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
類
い
稀
な
思
想
家
も
、
や
は
り
時
代
の
雰
囲
気
を
一
身
に

受
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
事
と
言
え
よ
う
。『

慎
思
録』

は
正
徳
四

年
、
東
郭
の
序
文
を
得
る
こ
と
な
く
、
益
軒
自
序
を
冠
し
て
刊
行
を
み

て
い
る
。

四

韓
使
応
接
の
波
紋

韓
使
一
行
が
本
国
に
帰
着
し
て
し
ば
ら
く
経
っ
た
五
月
、
京
都
で
こ

の
度
の
唱
和
集

『

鶏
林
唱
和
集』

正
編
が
早
速
刊
行
さ
れ
た
。
京
都
の

書
肆
・
柳
枝
軒
茨
木
多
左
衛
門
の
知
ら
せ
で
、
本
書
の
江
戸
・
京
都
の

巻
が
刊
行
準
備
を
終
え
た
こ
と
を
知
り
、
い
ち
は
や
く

『

藍
島
倭
韓
筆

語
唱
和』

を
京
都
に
送
る
よ
う
春
庵
に
薦
め
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
益

軒
で
あ
っ
た
。
二
月
二
十
二
日
付
け
益
軒
の
書
簡(

九
五
一‒

二
二
二)

の
一
節
。

…
京
都
茨
木
多
左
衛
門
状
下
候
。
韓
客
京
都
・
江
戸
筆
訳
唱
和
、

於
京
都
刊
行
既
成

す
で
に
な
り
候
。
此
地
へ
有
之
唱
和
、
早
く
上
せ
候
て
可
然

由
、
申
越

ま
う
し
こ
し

候
。
貴
朋
御
存
被
成
候
書
林
、
刊
行
可
仕
由
申
越
候
と

見
へ
申
候
。
早�
遣
候
而
可
然
候
。
…

｢

貴
朋
御
存
被
成
候
書
林｣

と
は
、『

鶏
林
唱
和
集』

の
編
者
で
あ
る

瀬
尾
用
拙
斎
。
家
業
は
奎
文
館
と
号
す
る
書
肆
で
、
伊
藤
仁
斎
の
門
に

学
び
詩
も
よ
く
し
た
。
用
拙
斎
の
詩
稿

(

九
六
六
三)

が
残
る
の
を

見
る
と
、
春
庵
と
は
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
結
局
、
春
庵

の『

藍
島
倭
韓
筆
語
唱
和』

は
用
拙
斎
の
も
と
に
遅
れ
て
届
い
た
た
め
、

大
幅
に
省
か
れ
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
一
部
が
無
事
に『

鶏
林
唱
和
集』

巻
十
四
に
登
載
さ
れ
、
詩
名
を
留
め
る
こ
と
を
得
た

(

註�)

。

さ
て
、
春
庵
が
韓
使
応
接
を
通
し
て
得
た
も
の
は
単
に
詩
名
の
み
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
藍
島
に
お
い
て
雨
森
芳
洲
と
面
識
を
得
た
一

事
の
方
が
、
春
庵
の
学
問
上
、
よ
り
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
言

え
よ
う
。
の
ち
、
春
庵
は
正
徳
五
・
六
、
享
保
三
年
と
、
数
度
の
江
戸

滞
在
を
経
験
し
、
荻
生
徂
徠
、
大
潮
元
皓
、
服
部
南
郭
な
ど
古
文
辞
派

の
学
者
と
交
渉
を
も
つ
な
ど
、
九
州
に
お
け
る
古
文
辞
学
流
入
の
窓
口

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
前
掲
宮
崎
・
高
橋
論
文
に
詳
述
さ
れ

る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
子
学
者
春
庵
と
新
興
の
古
文
辞
学
派

の
間
に
存
す
る
違
和
感
は
覆
い
よ
う
も
な
く
、
私
見
で
は
、
こ
の
時
点

で
、
古
文
辞
派
と
の
違
和
感
を
和
ら
げ
、
古
文
辞
学
へ
目
を
向
け
さ
せ

る
、
い
わ
ば
誘
導
役
を
担
っ
た
の
が
、
芳
洲
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

芳
洲
は
、
春
庵
と
同
じ
く
松
永
尺
五
の
学
脈
に
連
な
る
が
ゆ
え
に
、
か

ね
て
よ
り
深
く
追
慕
し
て
い
た
こ
と
、
前
掲

｢

贈
雨
森
芳
洲
書｣

に
お
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い
て
春
庵
自
身
述
べ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
同
時
に
彼
は
古
文
辞
派
に

も
近
い
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
春
庵
は
大
潮
に
唐
話

学
を
学
び
、
自
ら
も
白
話
文
を
書
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
が

(『

春
庵
文
稿』

第
九
冊
所
収
白
話
文
書
簡)

、
そ
の
方
面
へ
の
開
眼
も
、
唐
話
・
韓
話

を
こ
な
す
芳
洲
の
語
学
力
に
接
し
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と

思
わ
れ
、
実
際
、
芳
洲
書
簡

(

九
三
二)

で
は
、｢

庸
蔵
子｣

な
る
人

物
を
斡
旋
し
て
唐
話
を
学
ぶ
よ
う
薦
め
る
な
ど
、
春
庵
の
唐
話
学
習
に

貢
献
し
て
い
る
の
は
そ
の
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
芳
洲
と
の
出
会
い
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
古
文
辞
学
へ

の
接
近
を
果
た
し
た
春
庵
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
、
徂
徠
が
、
李
・
王
の

み
を
尊
奉
し
て
朱
子
学
を
完
全
に
否
定
す
る
と
い
う
、
偏
狭
な
思
想
を

抱
懐
し
た
た
め
、
遂
に
は
、
古
文
辞
学
を
離
反
す
る
に
至
っ
て
い
る

(『

春
庵
文
稿』

第
十
一
冊
所
収

｢

復
月
成
君
書｣

｢
読
徂
徠
書
論｣)

。

こ
の
間
の
春
庵
に
お
け
る
思
想
的
葛
藤
、
お
よ
び
そ
の
背
景
を
な
す
江

戸
で
の
交
友
な
ど
議
す
べ
き
問
題
は
多
く
存
す
る
が
、
も
は
や
本
稿
の

目
的
か
ら
は
ず
れ
る
ゆ
え
、
す
べ
て
は
別
稿
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註
１

同
書
上
・
中
巻
付
刻
の
徂
徠
書
牘

｢

与
江
若
水
書｣

、｢

与
県
次
公
書｣

。

２

同
論
文
第
三
節

｢

徂
徠
学
流
入
前
後｣

(

宮
崎)

、
第
七
節

｢

韓
使
唱
酬｣
(

高
橋)

。

３

資
料
の
概
要
は
、
春
庵
―
蘿
亭
―
廊
庵
―
梅
廬
―
復
斎
―
梧
亭
―
榛
斎
―

瀟
韵
―
謙
窓
な
ど
九
代
に
亘
る
竹
田
家
当
主
宛
の
書
簡
・
詩
歌
箋
六
八

〇
点
、
お
よ
び
巻
子
本
に
装
丁
さ
れ
た
貝
原
益
軒
の
春
庵
宛
書
簡
一
〇

九
軸
五
四
二
通
。
い
ず
れ
も
配
架
番
号
は
与
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
貴
重
書
庫

に
収
蔵
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
昭
和
四
年
頃
よ
り
、
折
半
し
て
県
立
図

書
館
と
九
州
大
学
に
お
い
て
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
川
添
昭
二
・
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
校
訂

『

新
訂
黒
田
家
譜』

第
七
巻

(

中)
(

昭
59

文
献
出
版)

解
説

(

広
渡
正
利
執
筆)

に
詳
し

い
。
県
立
図
書
館
・
九
州
大
学
に
分
置
さ
れ
る
益
軒
の
春
庵
宛
書
簡
は
、

既
に
、
井
上
忠

『

益
軒
資
料

(

四)

書
翰
集
上』

『

同

(

五)

書
翰
集

下』
(

昭
34

九
州
史
料
刊
行
会)

に
、
県
立
図
書
館
寄
託
の
雨
森
芳
洲
、

酒
泉
竹
軒
、
荻
生
徂
徠
ら
の
春
庵
宛
書
簡
は
、『

新
訂
黒
田
家
譜』

第
七

巻

(

中)
(

下)

に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
く
一
部
分
の
翻
字
が
あ
り
、
竹
田
家

旧
蔵
資
料
の
豊
か
な
内
容
を
垣
間
見
せ
て
い
る
。
県
立
図
書
館
寄
託
分

の
概
要
は
そ
の
仮
目
録

『

竹
田
文
庫
目
録

(

稿)』
(

昭
47

福
岡
県
文

化
会
館)

に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
九
州
大
学
分
に
つ

い
て
は
、
井
上
氏

『

益
軒
資
料』

以
外
に
研
究
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

ゆ
え
に
、
竹
田
家
旧
蔵
資
料
の
全
貌
を
解
明
す
る
た
め
に
、
一
昨
年
よ

り
調
査
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
目
録
作
成
を
目
指
し
て
調
査
を
続
行
中

で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
成
果
の
一
環
と
し
て
解
さ
れ
た
い
。

４

以
下
、
福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
竹
田
文
庫
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵

竹
田
家
旧
蔵
資
料
に
言
及
す
る
際
に
は
、(

)

内
に
所
蔵
先
を
そ
れ
ぞ

れ
福

九
と
略
記
し
、
続
け
て
整
理
番
号
を
記
し
た
。
ま
た
、
本
文
引

用
の
際
に
は
、
原
則
と
し
て
原
資
料
に
依
拠
す
る
こ
と
と
し
、
通
行
の

字
体
を
用
い
た
う
え
、
句
読
点
・
濁
点
・
読
み
仮
名
な
ど
を
私
に
付
し

て
い
る
。

５

『

新
訂
黒
田
家
譜』

第
七
巻

(

下)

所
収
。
以
下
、『

日
記』

の
引
用
は
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本
書
に
よ
る
。

６

松
田
甲

｢

人
見
竹
洞
と
洪
滄
浪｣

(『

日
鮮
史
話

(

一)』

原
本
昭
２

復

刻
版
昭
51

原
書
房)

、
徳
盛
誠

｢

唱
和
の
世
界
の
成
り
立
ち

『

鶏

林
唱
和
集』

中
の
唱
酬
よ
り｣

(｢

日
本
思
想
史｣

四
九
号

平
８
・
10)

な
ど
を
参
照
。

７

猶
、
本
詩
は

『
春
庵
詩
稿』

(

福
三
三
六
六
、
写
本
八
冊)

中
に
も
見

え
な
い
。

８

引
用
は
福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
本

(

三
七
七)

に
よ
る
。

９

引
用
は
、『

新
訂
黒
田
家
譜』

第
三
巻
に
よ
る
。

10

前
掲
宮
崎
・
高
橋
論
文
参
照
。

11

ま
た
正
徳
二
年
十
一
月
十
六
日
付
け
益
軒
の
書
簡

(

福
二‒

一
四
九)

に
は
、

一
、
去
秋
、
与
韓
客
御
対
接
之
御
筆
訳
、
御
唱
和
刊
行
之
事
、
書
肆

多
左
衛
門
へ
昨
日
不
申
遣
候
。
只
今
、
状
を
調
と
ゝ
の
へ、
右
之
事
、
頼
遣

し
可
申
候
や
。
…

と
、
筆
談
唱
和
刊
行
の
件
を
多
左
衛
門
に
依
頼
す
べ
き
か
ど
う
か
、
春

庵
の
意
向
を
窺
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
鶏
林
唱
和
集』

の

件
に
係
わ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
益
軒
・
春
庵
に

『
藍
島
倭
韓

筆
語
唱
和』

を
単
独
で
多
左
衛
門
を
版
元
と
し
て
刊
行
す
る
意
図
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
今
、
疑
問
と
し
て
左

に
記
し
て
お
く
。

[

付
記]

竹
田
家
旧
蔵
資
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
福
岡
県
立
図
書
館
郷
土

史
料
課
嘱
託
の
児
島
ひ
ろ
み
氏
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ

ス
課
図
書
館
専
門
員
の
園
田
國
昭
氏
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
猶
、
本
稿
は
平
成
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

特
別
研
究
員
奨
励
費)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(

お
お
ば

た
く
や
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員)
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